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〈視点Ⅰ〉「安全で安定した安心感のあるシステム」
　水道の最も基本的な役割は、水道法の目的にあるとおり「清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もって公衆
衛生の向上と生活環境の改善とに寄与すること」です。このために水道事業では、地震などの災害や水源の水質
の変動にも柔軟に対処できる施設づくりを進め、安全・安定給水のための水道システムを構築していかなければ
なりません。
　また、利用者に水道事業への理解を深めていただき、「安心感」が持てる水道システムづくりを目指す必要が
あります。

◆水源だけでなく浄水機能が一施設に集中している割合が高く、効率が良いという反面、事故や災害などによる
影響が極めて大きくなるというリスクがあります。
◆主要な水源の豊平川は自然環境に恵まれた豊富な水源であるという反面、近年増加している集中豪雨に伴う土
砂崩れの影響により、著しく濁る可能性があります。
◆豊平川の集水区域は大部分が国立公園や国有林野の中にあるため、人為的な汚染の危険性が低い反面、ヒ素や
ホウ素を含む自然湧水の流入が避けられない状況です。

●取組の方向性

◆水源などの分散配置や多様な水質保全の取組、原水水質に応じた浄水処理方式の導入などを進めることで水量
や水質の突発的な変化にも柔軟に対応できる、より安定した水道システムを目指します。
◆水道施設の耐震性能の向上や危機管理体制の強化、応急給水機能の充実などにより、事故・災害時の対応力を
向上させます。

●水源・浄水機能の分散配置    ●耐震化の推進
●水源の水質保全　　　　　    ●応急給水施設の充実
●適切な浄水処理技術の導入

【図表44】主な都市の水源・浄水能力の集中割合

●札幌水道の特徴と課題
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〈視点Ⅲ〉自然の恵みを生かした効率のよいシステム
　これからの施設づくりでは、環境・経営の両面から、再生可能エネルギーを安定的・効率的に活用したエネル
ギー消費が少なく環境負荷の小さなシステムを築き、持続可能な水道システムを追求していく必要があります。

◆南から北に緩やかに傾斜する豊平川扇状地などの地形の特性を有効に活用した自然流下方式や、ブロック配水
による管網の適正管理などにより、効率的なシステムを構築しています。
◆水力発電や太陽光発電設備などを導入し、再生可能エネルギーの有効活用を進めています。
◆社会全体として低炭素社会・脱原発依存社会の実現に向けたエネルギー政策の推進が求められています。

●取組の方向性

◆地形の優位性を生かした水道システムを継承するとともに、施設の改修や再編に合わせてシステムを見直し、
エネルギー効率の向上を目指します。
◆施設整備に合わせて水力発電や太陽光発電の導入を検討し、再生可能エネルギーの活用を進めます。
◆環境負荷の低減などに関する最新の技術や施設の効率的な運営形態の動向に留意しながら、それらの導入の検
討を進めます。

●エネルギー効率のよい施設配置
●再生可能エネルギーの活用（水力、太陽光）
●最新技術と効率的な運営形態の導入検討

【図表45】自然流下配水区域

2014

（kWh/㎥）
0.40

0.30

0.20

0.10

0.00
2015 2016 2017 2018 2017

大都市平均

0.15 0.15 0.15 0.14 0.14

0.29札幌市実績

配水量1㎥当たりの電力消費量
（kWh)全施設での総電力消費量 (kWh)

年間配水量（㎥）

●札幌水道の特徴と課題




